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主催者挨拶

国立教育政策研究所長 浅田 和伸
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皆様こんにちは。令和3年度文教施設研究講演会に御参加くださり、誠にありがとうござい

ます。まず、新型コロナウイルス感染症への対応を含め、大変お忙しい中、教育、研究、建

築、報道その他、様々な分野から大勢の皆様にお申し込みいただきましたことに、厚く御礼

申し上げます。あわせて、この機会に、文部科学省、国立教育政策研究所の活動に御協

力いただいておりますことに感謝申し上げます。どうもありがとうございます。

当研究所では、文教施設研究センターを中心に、海外の学校施設に関する知見の収集

や専門家との交流、国内外の研究に関する知見の蓄積と発信を目的として、平成23年度

（2011年度）から10年以上にわたり、学校施設に関する専門家の方々をお招きして文

教施設研究講演会を開催しています。今年度は、いまだ続いている感染症の状況を踏まえ、

昨年度に続いてオンライン開催とさせていただきました。

今回のテーマは「新しい時代の創造的な学習空間づくりー海外と日本の事例からー」です。

学校教育は、今、「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学

びの実現」…これは令和3年1月の中央教育審議会答申の副題ですが、そうした方向性や、

GIGAスクール構想による1人1台端末と高速大容量の通信ネットワークの整備が進む中で、

大きく変貌しつつあります。こうした動きは、当然、より多様できめ細かい学習・指導に対応し

得る学習空間・学習環境への要請へとつながります。

今回の研究講演会では、創造的な学習空間づくりに取り組んでおられる建築の専門家の

方々から、国内外の事例を通じ、これからの時代の新しい教育を支える学習空間づくりのポ

イントについて御紹介いただきます。

まず、当研究所の客員研究員で、学校建築の第一人者であられる教育環境研究所所

長の長澤悟先生に基調講演をいただくとともに、国内の事例について、シーラカンスアンドアソ

シエイツ代表取締役で法政大学デザイン工学部教授の赤松佳珠子先生、海外の事例に

ついて、東京理科大学理工学部建築学科准教授の垣野義典先生と、東京工業大学環

境・社会理工学院建築学系助教の立花美緒先生に、それぞれ御講演をお願いしておりま

す。御登壇いただく皆様に心より御礼申し上げます。

これらのプログラムを通して、今日の教育において強く求められている創造的な学習空間づ

くりについて、建築を御専門としておられる方だけでなく、学校教育に関わる皆様にとっても、

大いに参考にしていただける内容になるものと考えています。子供たちの教育は、それに関わ

る全ての関係者が力を合わせて取り組まなければならないものです。本日の研究講演会が、

御参加の皆様お一人お一人にとりましても有意義なものとなることを願いますし、それにとどま

らず、これからの日本の教育、学習環境の充実・前進に活かされることを切に期待しています。
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基調講演

教育環境研究所所長／東洋大学名誉教授／

国立教育政策研究所客員研究員 長澤 悟

創造的な学びの場の実現に向けて
－新しい時代の学びを実現する

学校施設の在り方について（中間報告）を踏まえて－
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令和3年度 文教施設研究講演会
新しい時代の創造的な学習空間づくり

－海外と日本の事例から―

創造的な学びの場の実現に向けて
新しい時代の学びを実現する学校施設の在り⽅について（中間報告）を踏まえて

2022年2月９日（水）

教育環境研究所所長
東洋大学名誉教授

国立教育政策研究所客員研究員

長澤 悟

建築は暴力である

1

建築は秩序立てる力である

－ 5 －



建築は洞穴のようなものである

2

建築は階段のようなものである

教育方法等の多様化に対応する学校施設の在り方
（昭和63・1988年）

Teachingから Learningへ
指導の個別化・学習の個性化

オープン化

3

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方
（令和3・2021年）

Teachingから Learningへ
個別最適な学び・協働的な学び

コモンズへ
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・ 2020年代を通じて実現すべき教育の変革、資質・能力の育成

学習指導要領（2016～19）、令和の日本型学校教育（2021）

・ GIGAスクール（一人1台端末、高速大容量ネットワーク）の実現 学びのDX

・ 児童・生徒数の減少

・ 小学校の35人学級

・ 9年間を見通した義務教育学校

・ コミュニティスクール（学校運営協議会制度） 地域社会・関係機関との連携

・ 学校の働き方改革

・ インクルーシブ教育―多様な教育的ニーズのある子供への対応

学校教育の動向と課題

変化する学校教育

新学習指導要領（H29~31）主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）
コンテンツ 内容・教科 → コンピテンシー 資質・能⼒
教育⽬標・内容・時間数＋⽅法 → 施設・教育環境のあり⽅

・「未知の状況にも対応できる“思考⼒・判断⼒・表現⼒等”
STEM教育→ STEAM教育

・学びを⼈⽣や社会に活かそうとする“学びに向かう⼒・⼈間性”
・インクルーシブ教育

• カリキュラム・マネジメント
教育内容、時間、⼈的・物的資源＜施設・設備・校具（学校家具）・教材・教具＞を
効果的に組合わせ、学習効果を最⼤化する

• コミュニティ・スクール
学校が地域を⽀え、地域が学校を⽀える
⽬標を学校と地域が共有し、連携協働して実現する“共創”

• チームとしての学校
教職員の⼒＋地域の⼒＋外部の専⾨家・NPO等、働き⽅改⾰
地域ぐるみの教育、社会総がかりの教育 学校のかたち

⇒学習空間の捉え直しの視点
学校施設を構成する室・スペース構成、⾯積、ゾーニング
有機的な空間配置、占有しない空間利⽤、関係が学びを⽣み出す
実空間の豊かさ 学校とは、学校で学ぶこととは

新学習指導要領と施設

5
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この画像は表示できません。

この画像は表示できません。

この画像は表示できません。

⾼等学校における
遠隔授業の活⽤

病気療養児に対する
学習指導

不登校児童⽣徒に対する
学習指導

海外の学校との交流学習や
⼤学と連携した指導

中⼭間地域・離島の学校、
⼩規模校での遠隔授業の活⽤

発達段階に応じて、ICTを活⽤しつつ，教師が対⾯指導と家庭や地域社会と連携した遠隔・オンライン教育とを使
いこなす（ハイブリッド化）ことで，全ての⼦供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びを展開

臨時休業時における
オンラインを含む家庭学習

対⾯指導と遠隔・オンライン教育の
ハイブリッド化

中央教育審議会「「令和の⽇本型学校教育」の構築を⽬指して（答申）」（令和3年1⽉26⽇）をもとに作成︓⽂部科学省提供資料

学習者⽤デジタル教科書の
普及促進

学習履歴等を活⽤した
きめ細かい指導の充実や学習の改善

ＩＣＴを活⽤した「令和の⽇本型学校教育」（R3.1）の実現

6

つながる教育・学びを⽌めない
誰ひとり取り残さないインクルーシブ教育
学校とは、学校でいう場で学ぶことの意味とは

⇒明⽇また⾏きたい学校

GIGAスクール
新型コロナ対策/時間・空間の制約を越えた学び

6

→学校施設の新たなスタンダード
総合的に学校施設の在り⽅を問い直す
学校施設を構成する室・⾯積
学校のかたち 学校とは

→どの１校も取り残さない施設整備

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り⽅について（中間報告）
Schools for the Future
「未来志向」で実空間の価値を捉え直し、学校施設全体を学びの場として創造する

全ての⼦供たちの可能性を引き出す
個別最適な学びと協働的な学びの

⼀体的な充実

だれ1⼈取り残すことのない教育
⇒学校施設の新たなスタンダード(⽬標⽔準）

総合的に学校施設の在り⽅を問い直す

ただ１校も取り残さない施設整備
⇒実現⽅策

新築・増改築・⻑寿命改修

⽂部科学省

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り⽅（中間報告）新しい時代の学びを実現する学校施設の在り⽅（中間報告） 2021.8
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新しい時代の学びを実現する学校施設の在り⽅（中間報告）新しい時代の学びを実現する学校施設の在り⽅（5つの⽬標）

⽂部科学省

省察

・問題に気付く

・課題を設定する

・段取りを組む

・活動する

資質・能力の育成
Active Learning
• Problem Solving 課題追及・問題解決・探求型
• Narrative Learning 対話型
• Critical Thinking
• Cooperative Learning

～調べる～

～話し合う～

～まとめる～

～発表する～

～振り返る～

9

多様な学習形態が時間とともに変化することに対し、
必要な場を連続的、⼀体的に⽤意する

探求学習のサイクル例
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• 多様な協同学習・弾⼒的集団編成を⽣み出す空間
• 多様な学習活動のための場/学習材が予めセッティングしておける

アクティブ・ラーニングのための教室空間

× ICT

新しい時代の学びを実現する学校施設の在り⽅について（中間報告）(R3.8）

「未来志向」で実空間の価値を捉え直し、
学校施設全体を学びの場として創造する

・ どのような学びを実現するか、そのためにどう施設環境をつくり、どう⽣かすか、
空間づくりのビジョン・⽬標を共有する

・ 学校は教室・諸室と廊下で構成されているという固定観念から脱却し、
学校全体を学びの場としてとらえ直す

・ 画一的・固定的な姿から脱し、学びの態様から自由に学習空間を構想する

・ 教室環境について、単一の機能、特定の教科等にとらわれず、
教科横断的な学び、個人から集団での学びまで、多様な活動に柔軟に対応する

・ 紙と黒板中心の学び⇒一人１台端末を文房具として活用し、
自由に場所を選んで、多様な学びが展開できる

・

新しい時代の学びを実現する学校施設の姿（ビジョン）
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学校空間のキーワード

• フレキシビリティ（柔軟性）

• オープン（開放性・・・空間・時間・教科・集団）

• ダイバーシティ（多様性）

• リダンダンシー（冗長性）

• シームレス

• モードチェンジ（変容）ーデジタル技術

• シェア（占有しない）

• Ｓ Ｉ ： Skelton/Infill→Space/Infill （壁面、木、校具、環具）

アクティブ・ラーニングのための学校空間

12

“コモンズ”

13

“コモンズ” ︓協同・協働・共同・交流を⽀える学校空間

地域

複合化

地域コモンズ

“コモンズ”で構成される学校空間
０。個々の教室・スペースの問い直しと充実

１．クラスルームから学年コモンズ、教科コモンズへ
自由度の高い学習の場ークラスルーム＋多目的スペース＋小教室＋教材スペース

教科教室＋メディアスペース＋教科教員・教材室＋ホームベース（ロッカースペース）

２．図書館からラーニング・コモンズへ
図書館＋コンピュータ＋アクティブラーニングスペース

３．特別教室・専科教室からSTEAMコモンズへ
発見する驚き、創る楽しさ、表現する喜びー専科名を超えて
Tinker Space、Maker Space

４．職員室から教職員コモンズへ
協働、コミュニケーション、リフレッシュ・情報交換
作業・打合せ・教材製作・カリキュラム管理

５．学校空間全体をスクール・コモンズへ
カフェテリア、講堂、保健室
通路・階段も学習、交流、ギャラリー、居場所

６．学校を共創コモンズへ
アフタースクール、幼稚園・小中高大連携、家庭との連携

屋内運動場
ホール

共創コモンズ

13

保健

カフェテリア
講堂・礼拝

13
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教室再構築 Teaching から Learning へ
・四角い箱からの脱却
・

武蔵野市立大野田小学校

① 多目的スペースや廊下と合わせ、一人当り3～4㎡を確保する

（通過動線がなく教室と一体的に利用できる教室配置）

② 収納<背面の鞄棚、配膳台、充電保管庫等>は教室外に

③ 壁面を学習に最大限活用できる設計

④ 正面性のない教室空間

⑤ 教室の方位は南面、または南が開けた北面とする

⑥ 学年、学校種別に応じて教室を計画する

＊学級数の変化により、学年のまとまりが失われないようにする

アクティブ・ラーニング等に対応した教室へ

15
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アマーシャム小学校 Amersham Primary School, 1956

教室は学習空間 ロッカースペース‣ホームベースの確保

ホームベース 豊富町立豊富中学校

糸魚川市立糸魚川小学校

ロッカー、WC

17

正⾯のない教室、壁⾯を⽣かす
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板橋区立第一小学校

学年コモンズへ 通過動線のない学年配置

18

デン

学年コモンズへ アクティブ・ラーニング等に対応した⾃由度の⾼い教室まわり空間
多様な学習集団・学習形態︓⼀⼈で調べる、みんなで調べる、話し合う、まとめる、発表する

小学校
・多目的スペース：多様な協働的学習に対応する空間 ICT環境、ﾛｯｶｰｽﾍﾟｰｽ、小室、ﾃﾞﾝ、教材室、流し等で構成
・多様な学習材（図書・プリント・実物等）が用意された場
・ロッカーを教室背面からなくし、教室を自由度の大きい学習空間へ

糸魚川市立糸魚川小学校

デン
19
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間の

バルコニー

凸型オープンスペース
柱

20

２学年コモンズ アクティブ・ラーニング等に対応した⾃由度の⾼い教室まわり空間

陸前高田市立気仙小学校

教育観の転換：
「一斉授業を基本としながら、それに加えて多様な学習指導をとる」から
「多様な学習形態を基本とし、一斉授業もその一つの形態と捉える」へ

施設観の転換：
「普通教室を基本としながら、多目的スペースや小教室等を組合せる」から
「柔軟な教育空間を基本とし、その中に一斉を含め多様な学習形態の場を設ける」へ

母集団の転換：
「40人程のクラス集団、1人の教師が担任、必要な時に協力指導する」から
「60 ～100人程を帰属集団とし、2～4人の教師が担任する」へ

Teaching から Learning へ

－ 15 －



Corridor

CR
35 

CHANGE

教室
Open Space

CR
35 

教室＋多目的スペース

CR
35 

教室の拡大

Corridor

20
5

5

学年コモンズ/
ラーニング・ポッド

JUMP

Home
Base

CR
35 

Teaching から Learning へ

在来型 オープン コモンズ

① ラーニング・ポッド－通り抜けのない、ひとまとまりの学習空間を構成

② 60～100人程度の児童生徒に、2～4人の複数担任で母集団を構成

③ フレキシブルな面積として、3～４㎡/人程度を確保する

④ いろいろな場所を用意し、教室も占有せず、最適な場を選べる

⑤ 収納の場となる、ロッカーコーナー、ホームベースを教室外に確保する

⑥ 多様な校具、造作家具、可動間仕切等のインフィルを用意する

⑦ 吸音性の高い室内環境、音が仕切れるスペースもある

Ｃf； スウェーデン・フィンランド等：（垣野・立花先生）、オーストラリア: ラーニングクラスター

学年コモンズ、ラーニング・ポッドへ︓アクティブ・ラーニングに対応した⾃由度の⾼い空間

学年コモンズ（ラーニング・ポッド）の構成

23

－ 16 －



塙町立常豊小学校（福島）

多目的スペース

多⽬的スペースのふりかえり Teaching から Learning へ

川崎市立はるひ野小学校

武蔵野市立大野田小学校

25

校具が⽣み出す学びの場

但東町立高橋小学校 アイ・スパン、教育環境研究所

家具率
０％

家具率
10.8％

家具率
3.3％

家具率
11％

－ 17 －



多⽬的スペースを⽀える基本校具

① 掲示面や映す壁面を確保する

② 空間を変える校具（学校家具）、インフィル

を用意する

→機能・形態：大型机・組合せ机、可動ボード

可動教材棚等、多様な校具を用意する

→性状・態様：集中（没入感）と自由（解放感）

協働（共に）と個別（一人で）

→場を作り替える“環具”

スマートフレーム、スライディングパネル等

③ 活動的な学習スペースとしての環境性能を確保する

→天井・壁（・床）に十分な吸音性を確保する

音が仕切れる部屋を用意する

→快適、自由な雰囲気の空間づくりー木質化

きれいな色、柔らかい雰囲気

教室、多目的スペースを学びの場とする家具・インフィル

26
様々な椅子

アクティブ・ラーニング等に対応した校具の計画

学習形態を、協働（一緒に） － 個別（一人で）
活動態様を、集中（没頭感） － 自由（解放感）AKS研究会：教育環境研究所＋青井黒板

27

－ 18 －



オープンスペースの⾻格を変え、学びの場を⽣み出す“インフィル”

スマートインフィル青山学院中等部

オープンスペースの⾻格を変え、学びの場を⽣み出す“インフィル”

スマートインフィルスマートインフィル（内田洋行）
－ 19 －



ホワイトボードとビデオプロジェクター

獨協中学・高等学校

川口市立中学校・高等学校

ICT LABO

31

ICTラボ

－ 20 －



HR
LR

HR
LR

HR
LR

OS

国語
数学
英語
社会

（理科）

＋

特別教室型
学年のまとまり＋多⽬的スペース

教科センター⽅式
教科のまとまり＋教科メディアセンター

教科担任制

国語 HB

国語 HB

国語 HB

MS

国語＋

HR：ホームルーム LR：ロッカールーム HB:ホームベース MS:教科メディアスペース

学年ユニット 教科センター

教科コモンズ/教科センター⽅式︓能動的な学習態度を育てる教室まわりの構成

ホームルーム

国語

数学
社会

英語

32

教科コモンズ・教科センターへ︓教科学習の充実のための教室まわり空間

中学・高校・小学校高学年
・教科センター方式：教科担任制の下、教科指導を充実
・教科教室、メディアセンター、教科教員・教材室で構成

教科メディアスペース

⼤洗町⽴南中学校

－ 21 －



教科センター方式
教科メディアセンター

大洗町立南中学校

南房総市立嶺北中学校

協働学習の場となる教科メディアスペース
多様な学習集団・学習形態︓⼀⼈で調べる、みんなで調べる、話し合う、まとめる、発表する

34

35

ホームベース︓クラスのまとまりをつくり、居場所となる空間

353
5

・ 生徒が自発的に場を作れる
・ ロッカースペースとなることで、教室を学習の場とする

ホームベース

⼤洗町⽴南中学校

－ 22 －



２階

国語

社会

数学

図書館

社MS

国MS

国TS

数MS

HB

MS 教科メディアスペース
TS 教科ステーション

同志社中学校

ホームベース︓クラスのまとまりをつくり、居場所となる空間

学習空間の全体像 HiG

中学教室

高校教室

図書館

科学・創作

管理

食と生活
音楽

体育

↑
寮

芝生広場

学びの回廊

寄宿舎ゾーン

地域交流ゾーン

学習ゾーン

屋外運動場

Innovation School
• 国際バカロレア
• イマージョン教育
• 自然活用学習・島全体が学習の場
• 国際機関・大学等と連携した

プロジェクト学習
• 教科横断型探求学習

• ICTの活用
• 教職員の協働体制

• 外国人留学生
• 全寮制中高一貫教育

事例︓グローバル社会に⽣きる⼒を育てる（広島叡智学園中学校・⾼等学校）

－ 23 －



⾳環境、映像⾳響環境、校具が異なる3つの教室を組み合わせ
それぞれのスペースは占有されずみんなで使う

学年ユニット Collaboration Labo ( 60⼈）・教科センター HiGA

QS：Quiet Space  閉じられる教室
・壁⾯横幅⼀杯の⽩板と投影⾯
・扉は開けておくことができる
・600⾓の個⼈机

CS：Class Space セミオープンな教室
・オープンスペースと連続する
・映像⾳響機器の出す⾳の⽅向を変え、

直接伝播⾳は⼲渉しにくい
・W2700〜3600の⽩板と投影⾯
・2⼈掛け机

LL：Learning Lounge オープンスペース
・QS、CSと⼀体に使う場合と少⼈数で独⽴

して使う場合を想定
・W1800の⽩板と投影⾯
・校具（タブレットチェア等）を動かして

環境を変えられる

HB : Home Base ロッカー・⽣活スペース
38

広島県⽴叡智学園中学校・⾼等学校

QS：Quiet Space   閉じられる教室 HiGA

－ 24 －



CS：Class Space   セミオープンな教室 HiGA

40

【⼤きな教室】 HiGA

41

－ 25 －



LL：Learning Lounge オープンスペース HiGA

42

43アトリエ

• 作る、表現する喜びが感じられる場

• 本物・実物に触れられる

特別教室からワークショップ（活動の場）へ︓能動的な学習態度を育てる特別教室

キッチンスタジオ

音楽ホール

音楽スタジオ

－ 26 －



44

• 作る、表現する喜びが感じられる場

• 実験し、体験し、発見する驚きが感じられる場

• 本物・実物に触れられる場

特別教室からワークショップへ︓能動的な学習態度を育てる特別教室

音楽室 44

Tinkering is about playing, exploring, experimentation and setting 
imaginations on fire! Build your own tinker space and ignite a passion for 
learning. 
www.steampoweredfamily.com Tinkering Space, Maker Space

STEAMコモンズ︓⽣徒を待ち受ける、教科の世界に誘う教科メディアスペース

同志社中学校

カリタス女子中学・高等学校・理科センター
45

教室の外が⼤切
⼦どもたちを待ち受け、活動に誘い
能動的な姿勢を⽣み出す

－ 27 －



Science + Art & Craft Center

理科センター カリタス女子中学・高校

特別教室棟からSTEAMコモンズへ（教科間の連携）

広島県⽴叡智学園中学校・⾼等学校

講義等のためのスペース
（美術教室）

作業のためのスペース
（技術教室）

創造活動において、主に
講義等の際に使用するスペース

創造活動において、主に
作業の際に使用するスペース

46

美術センター 同志社中学校

STEAMコモンズ︓⽣徒を待ち受ける、教科の世界に誘う教科メディアスペース

同志社中学校美術メディアセンター

音楽メディアセンター

理科センター

教室の外が⼤切
⼦どもたちを待ち受け、活動に誘い
能動的な姿勢を⽣み出す

47

－ 28 －



ラーニング・コモンズ

図書館からラーニング・コモンズ、学習情報センターへ

• ＩＣＴが様々な協働的学びを生み出す
多機能なICT機器を随時利用できるメディアラボ

• パッド、小白板等を用いた協同学習スペース
• グループ学習室や多用途に利用できる自習室
• 様々な空間や家具が用意され、場が選べる

豊島区立池袋本町小学校・池袋中学校

読書センター：読書の楽しさ喜びを感じる

学習センター：主体的な学びを支える

情報センター：図書・情報端末で調べる

交流センター：クラス・学年を超えて居場所

ラーニング・コモンズ

ＩＣＴが様々な協働的学びを生み出す

メディアスペースからラーニング・コモンズ、学習情報センターへ

• 図書館からメディアセンターへ、
メディアセンターからラーニング・コモンズへ

• ＩＣＴが様々な協働的学びを生み出す
多機能なICT機器を随時利用できるメディア・ラボ

• パッド、小白板等を用いた協同学習スペース
• グループ学習室や多用途に利用できる自習室
• 様々な空間や家具が用意され、場が選べる

4949同志社中学校

中学生小学生

広島叡智学園中学・高等学校 横浜市立霧が丘義務教育学校 空き教室の改修

豊島区立池袋本町小学校・池袋中学校

－ 29 －



1階平面図
50

図書館を中⼼にした共創の学校づくり（福島県⼤熊町⽴学び舎夢の森義務教育学校）

Maker Room PC教室からMaker Spaceへ

立命館中学校・高等学校

• タブレットでは対応できない活動

• 実験し、体験し、発見する

• モノづくりとの連動

51

－ 30 －



ＩＣＴが様々な学習の場を生み出す

視聴覚教室から、正⾯のないアクティブラーニングスペースへ

•多機能なICT機器、デジタル資料を随時利用可能
•タブレットPC、小白板等を用いた協同学習スペース

•どこにでも映せる、いくつでも映せる
•自由に場所が選べる
•大きく映せる 画面に映る向こうの世界と一体感

•学校規模に応じた室数の確保
•余裕教室の改造

立命館中学・高等学校

53
武蔵野市立千川小学校(東京）

コモンスペース︓学校空間全体が学習・発表・集まり・交流の場

立命館中学・高等学校

－ 31 －



편안하게머무를수있는공간 / Space to stay comfortably

54

코몬즈/ Commons

5555

코몬즈/ Commons：집회・발표 / Assembly・Presentation

－ 32 －



HiGAWifiにより校内⾄るところが学習の場に

56

カフェ

協働学習ルーム

地域協働スペース

図書館

受付

ブラウジング

プラザ

地域協働スペース「双葉みらいラボ」
生徒が主役の放課後フリースペース（16：30～20：00）
・・・ナナメの人間関係

福島県⽴ふたば未来学園中学校・⾼等学校

ＩＣＴを活⽤した「令和の⽇本型学校教育」の実現（イメージ）共創空間・ 地域コモンズ（福島県⽴ふたば未来学園中学・⾼校）

受付

57
－ 33 －



カリタス女子中学校・高校

相談

教師の働き方改革
⇒ ICT
⇒多様なコミュニケーション
⇒印刷・教材製作・情報処理

カリキュラム管理
⇒ リフレッシュラウンジ

教職員ラウン
ジ

情報

教材製作

職員室から教職員コモンへ

教材スタジオ
職員室から教職員コモンズへ

教師の働き方改革
⇒ ICT
⇒多様なコミュニケーション
⇒印刷・教材製作・情報処理

カリキュラム管理
⇒ リフレッシュラウンジ

59
－ 34 －



事務

フリーアドレスの教員室

広島県⽴叡智学園中学校・⾼等学校

多様な場所で構成され、場所が選べる教職員コモン

応接会議 カウンター

会議
教材

校⻑

教員

打合せ・休憩
60

61

未来に向けた既存学校施設の⻑寿命化新しい時代の学びに向けた既存施設の⻑寿命改修

－ 35 －



62

未来に向けた既存学校施設の⻑寿命化

廊下も含め全校を豊かな環境に

横浜市立港北小学校

改修前 水飲み場

デン

改修前

新しい時代の学びに向けた既存施設の⻑寿命改修

廊下・階段

63
－ 36 －



64

未来に向けた既存学校施設の⻑寿命化新しい時代の学びに向けた既存施設の⻑寿命改修

65

未来に向けた既存学校施設の⻑寿命化

④大規模改造と増築による教育環境の高機能化
（富山県舟橋村立舟橋小学校）

－ 37 －



新しい時代の学びに向けた既存施設の⻑寿命改修

⑤インフィルによる教室のICT化

66

教職員が参画する計画プロセス

－ 38 －



コロナ禍にも協働的学びを⽌めない

大洗町立南中学校

ご清聴ありがとうございました。

－ 39 －



講演1(国内事例)

シーラカンスアンドアソシエイツ代表取締役／

法政大学デザイン工学部教授 赤松 佳珠子

新しい時代の創造的な学習空間づくり

－ 40 －



新しい時代の創造的な学習空間づくり

202２年2月9日（水）
シーラカンスアンドアソシエイツ代表／法政大学教授

赤松 佳珠子

©Makoto Yoshida

1950年代頃から日本は高度経済成長期を迎えた。
↓

モータリゼーション・人口増加
↓

郊外団地・ベットタウン 都市の拡張
↓

日本全国に学校が量産される
↓

1950年策定：日本建築学会と文部省による
『鉄筋コンクリート造校舎の標準設計』が日本全国に広まる

明治時代から続く片廊下の教室の標準化
↓

40人／1教室の片廊下教室
必要最低限の面積

一律南面教室
↓

しかし、この5～60年で社会は大きく変化してきた。
その変化に対して学校は当時のままでいいのでしょうか？

－ 41 －



標準設計による学校で行われていた教育は
『教えるための教室』であり、

『一斉画一授業』に最適化された教室だった。
↓

40人の児童生徒たちに対して教員が一方的に教える教育
片廊下に８ｍ×８ｍ前後の四角い教室が並ぶスタイルの空間

↓
新学習指導要領

『個別最適な学び』と『協働的な学び』

自発的な学習・主体性を持つ『探求的な学び』への転換
↓

これからの時代、これからの学びに必要とされる空間とは？

新学習指導要領

『個別最適な学び』

・コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を適切
に活用した学習内容の充実を図る

・GIGAスクール構想の実現。新たなICT環境の活用により
「個に応じた指導」を充実。

・「主体的・対話的で深い学び」の実現。

－ 42 －



新学習指導要領

『協働的な学び』

・探求的な学習や体験活動等を通じ、児童生徒同士や多様な
他者と協働した探求的な学びなど「協働的な学び」を
充実させる。

・AI技術が発達したSociety5.0の時代こそ、さまざまな場面
でリアルな体験を通じて学ぶことの重要性が一層強くなる。

・異学年間の学びだけでなく、ICT活用による空間的・時間的
制約を超えた学び（他校や地域の人々、さらには海外まで）
など、学外の人達との学び合い。

『実空間に集まり学ぶことの価値』

個人や少人数から大人数まで
多様な学習活動に対応する環境の整備

↓
自分自身で探求する「主体的な学び」から、

児童生徒同士や教職員・地域の人にまで広がる「対話的な学び」
そして、それらをより深く理解し、課題解決や創造に向けた

「深い学び」を通し、学んだものを多くの人たちに伝える発表の
機会まで、多様なアクティビティに柔軟に対応し得る空間構成

↓
教室だけではなく、学校全体を『学びの空間』と捉える

－ 43 －



15

『学校建築』を構成する要素とは？？

教室は子どもの学習と生活の場です。
多様な形態の授業を可能にするような仕掛けや、
積極的な屋外利用も大切です。

■ 教室 ・空間的な変化を与える。 ・家具/校具を一体的に考える。
・低学年/中学年/高学年各々の活動にあったスペースの作り方。

美浜打瀬小学校

宇土小学校

吉備高原小学校

打瀬小学校
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自発的で自由な学習の場。
子どもたちの活動の内容に合わせた多様な
家具の設置などが積極的な利用を促します。

■ワークスペース

美浜打瀬小学校

吉備高原小学校

美浜打瀬小学校

・T.T(チーム・ティーチング）や少人数教室などにも柔軟に対応できる
フレキシブルな空間。

■アルコーブ ・子どものスケールにあった空間づくり

打瀬小学校

打瀬小学校

静かで少し閉ざされた場所も有効です。
気分が落ち着くような場所、一人で本を読む場所など
子どもの気分に合わせた様々な場所の選択肢が
必要です。

美浜打瀬小学校
(C) Koji Kobayashi / SPIRAL

美浜打瀬小学校
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■様々な家具

© Makoto Yoshida
流山おおたかの森小中学校

・少人数から大人数までの学習に合わせた家具計画

ぐんま国際アカデミー

美浜打瀬小学校

美浜打瀬小学校

大きなテーブル

さまざまな作業に対応した家具

小さい学年の家具は、小さいサイズ。

■様々な家具

【インテリアの家具】
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・机・椅子以外の家具も可動に
・様々な家具を可動にすることで、先生方が必要に応じて

空間をカスタマイズするきっかけを作ることができます。

教員用戸棚教員用トレー 可動本棚

体育着袋・給食袋掛け絵の具入れ

ランドセル入れ

教員コーナーの
プリント棚

可動黒板

■様々な家具

教室とワークスペースと家具

千葉市立美浜打瀬小学校

↑教室（CR）とワークスペース（WS）の空間を
一体的につなげたレイアウト

↓教室（CR）とワークスペース（WS）の空間を
ランドセルロッカーで分節したレイアウト

ランドセルロッカーをWSとの間の仕切りとして使う

ランドセルロッカーを壁側に寄せたレイアウト

一体的な空間として扱う

教室

ワークスペース
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工作室の中庭にある作業台おおきな丸い台乗ったり、くぐったり。

【外部の家具】

■様々な家具

教室と隣接して様々な学習に対応した外部空間が
あることで、より多様な施設利用と親自然的な活動が
可能となります。

宇土小学校

■ 内部空間と外部空間との関係

立川第一小学校 美浜打瀬小学校

宇土小学校
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■ 多目的教室

■ 特別教室 ・低学年のうちから身近に感じられるような作りにする。
・外部空間と連動して使えるような設え

提供：（株）岡村製作所

・階段やワークスペースと連続した空間

鵜住居小学校・釜石東中学校

流山おおたかの森小・中学校 立川第一小学校

美浜打瀬小学校

■図書メディアセンター

・コンピューター室を一体的に計画し、学校全体の中
心に配置することでアクセスしやすく、また利用しや
すい計画とする。
・調べ学習に活用

立川第一小学校

美浜打瀬小学校

PCルーム→
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■地域の諸活動を支える機能
を持つ施設

-①学校施設の地域開放
-②地域施設との複合化
・総合的な学習の時間
：教室にとらわれない地域での学習活動
・地域の教育力の活用
・社会教育との連携・融合
・ＰＴＡによる研修活動
・地域のスポーツ、音楽活動の拠点
・学習の場としての図書館、コンピューター室
・地域の防災拠点

©ナカサアンドパートナーズ

流山おおたかの森小・中学校

立川第一小学校
(C)Masao Nishikawa  流山おおたかの森小・中学校流山おおたかの森小・中学校

(C) Makoto Yoshida

流山おおたかの森小・中学校

■地域の諸活動を支える機能を持つ施設
-流山おおたかの森小中学校-
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流山市立おおたかの森小中学校
おおたかの森センター こども図書館

Nagareyama Otakanomori Elementary 
and Junior high school

千葉県流山市 2015年竣工
Nagareyama-city, Chiba, 2015 

School Community center After School LibrarySchool Community center After School Library

地域交流センター
（流⼭市おおたかの森センター）

こども図書館
（流⼭市おおたかの森こども図書館）

学童クラブ
（どんぐり学童クラブ）

⼩中学校併設校

⼩学校 中学校

学校施設と地域施設の複合化
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1F PLAN街に近いゾーン・主に１階に地域施設や地域開放する部屋を配置する

地交流センター
（流⼭市おおたかの森センター）

学童クラブ⾳楽ゾーン
（学校施設）

体育館
（学校施設・地域利⽤）

ランチルーム
（学校施設・地域利⽤）

⾳楽ホール
（学校施設・地域利⽤）
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地域交流センター
（流⼭市おおたかの森センター）

⾳楽ホール
（学校施設・地域利⽤）

学校のセキュリティライン
（⾨扉）

© Makoto Yoshida

2F PLAN普通教室は、2，3階に配置。
2階レベルにある森の庭の周囲に特別教室ゾーンを配置。
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3F PLAN普通教室は、2，3階に配置。

風の道 下校風景

© Makoto Yoshida
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© Makoto Yoshida

敷地境界にフェンスなどは
設置していない。

おおたかの森センター（地域施設）はいつでも地域の人たちが利用できる。

地域施設との複合化
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© Makoto Yoshida

おおたかの森センター

おおたかの森センター
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図書館（子ども図書館＋小中学校図書室）

© Makoto Yoshida

－ 57 －



© Makoto Yoshida

小学校 低・中学年ゾーン

小中学校の教育に合わせた教室廻りの設え

2.3F の小学校低学年ゾーンは教室と、オープンスペースを「L 壁」で緩やかに仕切り、各クラス単位ではなく、少人数学習 な

どの展開も可能になります。

© Makoto Yoshida© Makoto Yoshida © Makoto Yoshida
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ELEMENTARY SCHOOL
(LOWER AND MIDDLE GRADES)

小学校 低・中学年ゾーン
オープンプランタイプで、様々な家具を配置。

小中学校の教育に合わせた教室廻りの設え
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© Makoto Yoshida

© Makoto Yoshida

© Makoto Yoshida

© Makoto Yoshida

ELEMENTARY SCHOOL
(UPPER GRADES)

&
JUNIOR HIGH SCHOOL

小学校 高学年・中学校ゾーン

小中学校の教育に合わせた教室廻りの設え

ホワイトボ
ード

亜鉛メッキ鋼板
建具

黒板
建具

PHOTO 入れ替え黒板
建具

・2.3F の中学校ゾーンはオープンスペースを L 壁で緩やかに仕切られ、各クラス単位 ではなく、少人数クラスなどの展開

も可能になります。

・中学校ゾーンは比較的まとまった広さのオープンスペースとし、習熟度学習などに 対応した空間としています。

© Makoto Yoshida
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小学校高学年・中学校ゾーンのWSとCRは大型建具で閉じることも可能。

小学校 高学年・中学校ゾーン

小中学校の教育に合わせた教室廻りの設え

© Makoto Yoshida© Makoto Yoshida
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© Makoto Yoshida 提供：UR/大林組

© Makoto Yoshida © Makoto Yoshida

音環境シュミレーション

⼩中学校の教育に合わせた教室廻りの設え
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森の庭の周りに小・中学校の特別教室を配置。

小・中学校の特別教室ゾーン

1F PLAN

特別教室ゾーン

森の庭の周りに小・中学校の特別教室を配置。

小・中学校の特別教室ゾーン
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森の庭の周りに小・中学校の特別教室を配置。 1F PLAN

Scienceゾーン
Artゾーン

小・中学校の特別教室ゾーン －STEAMゾーン－

提供：UR/大林組
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©Makoto Yoshida

© Makoto Yoshida
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立川市立第一小学校
柴崎学習館 柴崎学童保育所

Tachikawa Daiichi Elementary School+Sibasaki Study House

東京都立川市 2014年8月竣工
Tokyo, Japan    August,2014

第一小学校
平日

柴崎学習館
・開館時間 午前 9：00 から午後 10：00 まで

・休館日 毎月第 2・第 4 月曜日と年末年始(12 月 29 日～1 月 3 日)

柴崎学童保育所
平日 下校時から18時
学校休業日 午前8時から午後6時 (土曜日は午後5時まで)
延長保育 18時から19時(土曜日は除く)

【休日】
日曜日、祝日、12月29日から1月3日、学校が臨時休校のとき

柴崎図書館
・開館時間 午前10時から午後5時まで

・休館日 毎週月曜日、毎月第3木曜日、海の日(法定電気点検日)、年末年始、特別整理期間
(月曜日や第3木曜日が祝日の場合は開館し、翌平日が振替休館) 
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UP

UP

DW

DW
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DW
●HCWC

可動建具によるモードチェンジ

1クラスターが連続した
⼤きなスペースとなる

各教室が独⽴した
スペースとなる

更にWSや⽔場が独⽴
したスペースとなる

休み時間 普通授業 +少人数授業
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様々な機能の可動建具

可動建具を全開 可動建具を閉める

可動建具によるモードチェンジ

©Masao Nishikawa©Masao Nishikawa
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©Masao Nishikawa

©Masao Nishikawa
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©Masao Nishikawa

©Masao Nishikawa
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©Masao Nishikawa

©Masao Nishikawa
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©Masao Nishikawa

©Masao Nishikawa
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©Masao Nishikawa

©Masao Nishikawa
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UWC ISAK Japan
KAMIYAMA Academic Center+Residence 4 

長野県北佐久郡軽井沢町 2016年竣工
Karuizawa, Nagano, 2016 

様々なタイプの教室と、FLA（フレキシブル・ラーニング・エ
リア）
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様々なタイプの教室と、FLA（フレキシブル・ラーニング・エリア）

⇒ 地形を利用した断面計画とプランニング
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様々なタイプの教室と、
FLA（フレキシブル・ラーニング・エリア）

⇒地形を利用した断面計画とプランニング

©Masao Nishikawa

©Masao Nishikawa
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©Masao Nishikawa

ホワイトボート・ブラックボード壁の仕上げ
生徒たちが自由に使えるFLA空間
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ホワイトボート壁の仕上げ

5角形の教室
ホワイトボードや掲示壁仕上げ
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スキマのスペースも居場所になる

建具によって開いたり閉じたりできる設え

©Masao Nishikawa
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長野県スクールデザイン 2020
～これからの学びにふさわしい施設づくり～

令和２年８月

県立学校学習空間デザイン検討委員会

長野県教育委員会

最終報告書

Nagano School Design 2020  

Final Report
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画一的な教室を並べ 廊下でつなぐ ⇒ 考え方を見直す

99

当たり前と考えてきた「教室」と「校舎」のつくり

これからの学びに必要な空間として捉え直し

学習 生活

執務 共創

これらの空間を有機的に結びつける

屋外 地域
社会

①①

① ②

③ ④

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会

（１） 学校を構成する空間 「学習空間」

100

３ 学校施設の課題と整備の方向性

⼩ 中 ⼤
（⼀律）

人数や学習形態
の多様化に対応

or

図書・メディアセンターと⼩教室の連携

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会
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小教室など

「学習空間」

人数や形態
の多様化

101

図書館等
との連携

課題発見
調べ学習
グループワーク
など

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会

（１） 学校を構成する空間 「学習空間」

102

３ 学校施設の課題と整備の方向性

⼩ 中 ⼤
（⼀律）

人数や学習形態
の多様化に対応

or

教室を拡張して⼀体的に使⽤できる設え

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会
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フレキシブル
ホール

「学習空間」

学びの成果
を発表

103

柔軟に
使える空間

発表
集団討論
など

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会

一日の大半を
同じ室で
過ごす

教室にモノが
あふれる

104

モノの置き場
を整理

他クラスや異
学年との交流
ができる場

（１） 学校を構成する空間 「生活空間」３ 学校施設の課題と整備の方向性

学校は
生活空間でもある

⽣活空間としてのロッカースペースと
教室の関係

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会
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ロッカースペース
ラウンジ

「生活空間」

学習空間
との整理

生徒の
交流等

105
県⽴学校学習空間デザイン検討委員会

106

研究室
⼤職員室

職員間での情報共有
緊急事態等での

情報伝達や職員会議
研究室 準備室

長野県では教科毎に研究室等が点在

日常的に教職員が
一堂に会する場所

（１） 学校を構成する空間 「執務空間」３ 学校施設の課題と整備の方向性

職員室：教員同⼠や⽣徒と教員の連携の場

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会
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大職員室など

「執務空間」

教職員間
情報共有

災害時の
緊急対応

教科の枠を
越えて

107
県⽴学校学習空間デザイン検討委員会

ア 屋外とのつながり

イ 家具の役割

108

屋内空間 屋内空間

屋内空間 屋内空間

屋外作業・テラス

実験・⾃然探究

（２） 空間の機能を高める要素３ 学校施設の課題と整備の方向性

教室と外部空間との繋がり

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会
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テラスや
バルコニー

「屋外との
つながり」

リラックス
快適な環境

観察・実験等
自然への探究

屋外ならではの
多様な学び

109
県⽴学校学習空間デザイン検討委員会

空間と一体的
に設計・整備

「家具の役割」

柔軟な使い方

壁等に掲示や
書き込み

可動式家具

多様な活動
を誘発

110

創造力を
喚起

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会
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111

学校内で完結 地域との連携

地域・社会 とのつながり

施設の中「ウチ」で
完結する学びが中心

地域や社会の人のと交流の中で、
現実社会の課題と向き合う
「ソト」を含めた学び

（１） 学校を構成する空間 「共創空間」３ 学校施設の課題と整備の方向性

地域の⼈たちとの共創空間
地域の拠点としての学校の在り⽅

県⽴学校学習空間デザイン検討委員会

地域連携
協働室

「共創空間」

企業と学生
のコラボ

協働し
共創する

世代を越えた
交流

112
県⽴学校学習空間デザイン検討委員会
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クリエイティブ
ラボ

「共創空間」

議論を通し
思考を深め

想いや考え
をかたちに

手を動かし
試行錯誤

113
県⽴学校学習空間デザイン検討委員会

ELEMENTARY SCHOOL
(UPPER GRADES)

&
JUNIOR HIGH SCHOOL
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講演2(海外事例)

東京理科大学理工学部建築学科准教授 垣野 義典

北欧、オランダにおける
5つの学校モデルを横断してみる学習空間
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北欧、オランダにおける5つの学校モデルを横断してみる学習空間

TOKYO UNIVERSITY OF SCIENCE
Department of Architecture, Faculty of Science and Technology
2641 Yamazaki, Noda-city, Chiba-Pref. JAPAN 278-8510
TEL: +81-4-7124-1501（Extension：3525）

垣野義典 東京理科⼤学理⼯学部建築学科

2022.2.9

⽂教施設研究講演会

Fin land

Sweden

Jap an

Netherland s

コ ーナー、 ロッ カ ールーム、 下駄箱、 コ ート かけオープンスペース、 多目的スペース

ラ ーニングスト リ ート 、 ラ ーニングスク エア

大小のルーム

学校建築モデルの提⽰
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スウェーデン王国 930万⼈ 国⼟⾯積：45万平⽅キロ
＊https://google.co.jp/maps/

かならずその国の
「新建築」的な雑誌がある。

2008.9 - 2011.3 アアルト大学（旧ヘルシンキ工科大学/フィンランド）研究生、研究員

＊ 住んでいる間に、家族総出で幅広い事例収集

フィンランドの学校建築
2008‐2010（先進的な学校）
2016 2017 2018（ICT）
2017 2019（⼩規模校）

保育園 2010 2011 +（4歳の娘の登園） 図書館 2009、2010、2013、2019

児童館 2010、2013、2018
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その国のビィルディングタイプに
まつわる特集本を探す

2019.8-2020.7 デルフト工科大学（オランダ）建築学部

Public buildingユニット 客員研究員

オランダの学校建築 2012 調査スタート 2015（イエナプラン、ヘルツベルハー）
2018 2019（アトリエプロ)
2019（ヘルツベルハー）

児童公園(ランドスケープデザイナーcarveの事例が対象) 2015、2016、2017

オランダの図書館 2019-

児童公園(ランドスケープデザイナーcarveの事例が対象)
2015、2016、2017

オランダの学校建築
2014 調査スタート
2015（イエナプラン、ヘルツベルハー）
2018 2019（アトリエプロ)
2019（ヘルツベルハー）

これまでの⽇本の教室の⾵景
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⼩学校の掲⽰物と正⾯性

7

前⾯

側⾯1
(外気側)

側⾯2
(廊下側)

後⾯
児童作品

避難経路図

係

⽬標
（学校、学年、クラス）

時間割

前面の壁には、年間通して大きく変化しない掲示物 （授業への集中を促すため）

避難経路は、すぐに見つけられるようどの部屋も同じ場所に

後面の壁には、頻繁に張り替えられる掲示物を貼る （ヒアリングより）

「壁4⾯に意味がある」

⿊板と掲⽰板による分節が明瞭な例 ⿊板・掲⽰板による分節が不明瞭な例

前⾯壁 前⾯壁

後⾯壁 後⾯壁

nLDK型 ワンルーム型
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①便り ②⽬標 ③時間割 ④給⾷ ⑤係・委員会

⑥掃除 ⑦保健 ⑧災害対策 ⑨名簿 ⑩授業・勉強

⑪写真・記録 ⑫児童作品 ⑬その他⽣活類 ⑭⾒出し ⑮学外情報

掲⽰⾼さに適正がある

①便り ②⽬標 ③時間割 ④給⾷ ⑤係・委員会

⑥掃除 ⑦保健 ⑧災害対策 ⑨名簿 ⑩授業・勉強

nLDK nLDK‐ワンルーム ワンルーム

⑭⾒出し ⑮学外情報⑪写真・記録 ⑫児童作品 ⑬その他⽣活類

全タイプ分類共通

掲⽰が貼られ
ない部分
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子どもの持ち物

19802011

A4対応に

習字道具、リコーダー、体操着、絵の具⼊れなどなど

ロッカー内に「入れる」 本棚の上に「たて置きする」

収納操作

給食台に「置く」

ロッカー内に「平積み」 OS空間を狭くする 教室とOSを「仕切る」

水筒
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2020年‐ 変わる学校 ・ 変わる教育

・2020年 ⼩学校で「主体的対話的で深い学び」
2021年 中学校でも

・2025年までに、すべての教室は35⼈学級に（今は40⼈）

・GIGAスクール構想（1⼈⼀台タブレット）

・⼩さな町の学校 ⼤都市の学校 それぞれの特徴が

オランダ・北欧事例からみえること

「主体的対話的で深い学び」成功の鍵は、正⾯を薄めること？

「個別最適化と空間選択性は、壁が重要？」

「授業をしない授業の時間が増える？」

「集団規模の⽐重がかわる？」
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通常3600mm + 「正⾯にいろいろ貼らないのが主流になってきた」

3600mm

6000mmのホワイトボード（公⽴⼩学校）「授業中、ずっと板書を残しておける！」

6000mm

「掲⽰物が少ない。意外と集中しやすいかも。」

残しておく・⼀覧性に良い
可動 +
ドンドン
展開していく

⼀瞬集中させる・
「動き」「縮⼩拡⼤」
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可動・展⽰壁 + 収納

⾯積のアップ

「教師の選択肢、個性が出しやすい」

いまどきの⽇本の教室
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2700mmのホワイトボード（私⽴中学校）

2700mm

「正⾯性が薄まる」

「板書に頼らず、できるだけ
⽣徒に時間を預けてほしい」 ！

「⽩い壁があるところならどこでも
学び場になる」

「学習の場と⽣活の場の空間に違いを？」
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FINISH MODEL
クラスルームを中⼼に、空間を動き回りながら使う

2010〜
フィンランドの教育コンセプト「Finish Schools on the Move  ‐ 動く学校」
アクティブ・ラーニングにもう⼀歩具体的にふみこんだコンセプト

物理的な動きを増やし、座りっぱなしの時間を減らす
（「学習は労働ではない」「学び合うスタイル」）

アクティブラーニングモデル = 「とにかく物理的に動く」スタイル

※英語サイトを見る限り、「教育の輸出」を視野に入れている

https://liikkuvakoulu.fi/english
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フィンランドの教室の⾵景

1年⽣のクラスルームを、天空カメラで

ホワイトボード スマートボード ⿊板

ソファー

マット

キッチン
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３ 研究概要

・観察記録は3校で合計18学級、のべ51科⽬(主要５科⽬)分を採取

４ 各クラスルームの設え ⾊々なコーナーを設えている

Kirkkojarvi
5年⽣
児童：27⼈
クラス⾯積：68㎡

Saunalahti
6年⽣
児童：22⼈
クラス⾯積：65㎡

マット＋オープンコーナー ソファ 丸テーブル
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４ 各クラスルームに備えられた設備、ICT機器

④ ノートパソコン

① スマートボード
（電⼦⿊板）

② ⿊板

③ ホワイトボード

⑤ 実写投影機

机配置の分類（18クラス中）
４ フィンランドの⼩学校におけるクラスルームの設え
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４ フィンランドの⼩学校におけるクラスルームの設え

児童1⼈当たりのクラスルーム⾯積

⽇本の1.5倍以上

クラスルーム内に、⽇本の1.5倍以上の余⽩をとり
⼦どもが動きやすい状況をがうまれている。

2年 算数 – 35分間で5展開
01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

Group Organization（グループ編成） ペア ⼀⻫ ペア ⼀⻫ 個別に1⼈1⼈
Items（教材） おはじき 卵の箱 卵の箱 テキスト テキスト
Spaces(利用空間) クラス内 クラス内 クラス内 クラス内 クラス内

Theacher’ｓ Activity(教師の活動)

スマートボード
の準備

スマートボー
ドで数を数え

る
巡回しながら、

個別指導
⿊板で問題を解

く 巡回しながら、個別指導

クラスルームのみ使⽤
５ 45分授業における授業展開

－ 105 －



6年⽣ 算数 ‐ 45分間で4展開
01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45

Group Organization
（グループ編成） 個別に1⼈1⼈ １⼈もしくはペアで話し合って

⼀⻫・挙⼿した児
童が答える

１⼈もしくはペアで話
し合って

Items（教材） iPad iPadもしくはテキスト スマートボード iPadもしくはテキスト
Spaces(利用空間) クラス内 クラスもしくはクラス外のオープンスペース クラス内 クラス内

Theacher’ｓ Activity(教
師の活動)

児童の様⼦をみ
ている 巡回しながら、個別指導

スマートボードに
問題を写して問題

を解かせる
巡回しながら、個別指

導

クラス → クラス+オープンスペース

５ 45分授業における授業展開

3年⽣ 英語 36分間で6つの展開
01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

Group Organization
（グループ編成） ⼀⻫ 個別に1⼈1⼈ ⼀⻫ グループ 個別に1⼈1⼈ 個別に1⼈1⼈

Items（教材）

Web、テキス
ト テキスト

単語カードゲー
ム 単語カードゲーム 英語のプリント ⾷べ物カード作る

Spaces(利用空間) クラス内 クラス内 3つの部屋 3つの部屋 3つの部屋 3つの部屋
Theacher’ｓ Activity(教
師の活動)

スマートボー
ドで説明

スマートボー
ドで説明

スマートボード
で説明 巡回して個別指導 巡回して個別指導 巡回して個別指導

スマートボードに、webから英語
の問題を実写機で、教科書を投影

クラス → 3つの部屋へ展開

５ 45分授業における授業展開
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１ 45分間に、児童を「休ませない」

・いくつもの課題

・途切れない流れ

・変化のある流れ

２ そのために、テンポを創る

スマートボードを使うときの教師の
「⾝体の向き」が重要

45分授業における授業展開

ICTを活⽤している最中の教師の⾝体の向き

６ ICTを活⽤した45分授業の質の考察
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スマートボード時の教師の「⾝体の向き」
教科書を投影することで、教師と児童が⾒ている「⽬線」がそろう

・iPad、ノートパソコン

・スマートボードの
フル活⽤

・実写

・テキスト

スマートボードの画⾯を共有するため、机の上には何も
出ていないことも。

フィンランドにおける45分授業の展開モデル
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SWEDISH MODEL
複数のルームを使い分ける

近年、スウェーデンではワークユニット型学校建築が増えている。
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ワークユニットは
「ルーム」で構成される

日本だと「コーナー」

クラスル
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クラスルーム間の扉
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オールルーム

バルコニー

－ 112 －



調査事例

各ユニット内の一日の使い方を
5分ごとに記録

↓

どこを、どのように利用しているかが捉えられる
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間仕切りを随時利用し
部屋の開閉を行う

↓

間仕切りを利用して
6つの部屋を生み出す
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ワークユニットの利用方法
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DUTCH learning street MODEL

クラスルーム、オープンスペース全体に個性ある⼩さなコーナーを
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個別指導

⾃⽴学習

共同学習

⽇本：主体的・対話的で
深い学び

オランダ：個別教育の３つの柱

■研究背景

出典：リヒテルズ直⼦「オランダの個別教育はな
ぜ成功したのかーイエナプラン教育に学ぶー」

主体的な学び

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向
性と関連付けながら、見通しを持って粘り強く取り組み、
自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学

び」が実現できているか。子供自身が興味を持って積極的
に取り組むとともに、学習活動を自ら振り返り意味付

けたり、身に付いた資質・能力を自覚したり、共有したり
することが重要である。

対話的な学び

子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え
方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深
める「対話的な学び」が実現できているか。身に付けた知

識や技能を定着させるとともに、物事の多面的で深い理解
に至るためには、多様な表現を通じて、教職員と子供や、
子供同士が対話し、それによって思考を広げ深めていくこ
とが求められる。

深い学び

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に
応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付
けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、
問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造し
たりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。子供
たちが 各教科等の学びの過程の中で 身に付けた資質・能力

オランダ憲法23条「教育の自由」

設立の自由・・・一定数の児童を集めれば、自分達で学校を作ってもよい。

理念の自由・・・宗教色を出しても、他のことで特徴を出してもよい。

方法の自由・・・教育内容、教材の裁量権が自由。

オランダ –「個別教育」「多様化教育」先進国 –
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オルタナティブ教育・・・画一・一斉的な教育に取って代わる教育

オランダの小学校約7600校の1割に相当

ダルトンプラン(米)・・・260校

モンテッソーリ(伊)・・・160校、日本の幼児教育で盛ん、世界に7000校

イエナプラン(独)・・・220校

フレイネ(仏)・・・16校

シュタイナー(独)・・・170校、小・中一貫校が日本に7校、幼児教育多数

各国のオルタナティブ教育も普及

1教室あたりの児童数（2018 OECD）

日本 27.2人

オランダ 23.3人

スウェーデン 19.9人

フィンランド 19.5人
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代表作

1960年 Montessori Delft (Delft)

1980年 Montessori Amsterdam (旧Apolo school)

1990年 Polygoon(Almere)
14e (Amsterdam)

2000年 Eilanden (Amsterdam)

De Salamander
De Spil
De Opmaat
Presikhaaf(4校ともArnhem)

※ ポイント
・ ⻑年、学校建築を設計し、オランダ建築界を牽引
・ 少しずつ成熟してきた
・ 空間ボキャブラリーが確⽴してきた

ベルハーが計画した小学校一覧
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このセクションでは、ヘルツベルハーが用いた計画的手法が上手く機能してい
るか？を検証する。

1960年に発表された学校建築最初の作品
Delft Montessoori小学校はこれまで増築をくり
かえし、幼稚園が併設されるとともに、現在も使
い続けられている。

このとき既に「ラーニングストリート」と
名付けられた、クラスルームにはさまれた、雁
行状の共用空間が計画されている。

ラーニングストリート

1960年

幼稚園
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1980年には、Apolo ⼩学校において
４教室に囲まれる⼤階段を計画

1980年

CR

CR

1990年には、Polygoon小学校に
おいて、クラスルームにはさまれた
「ラーニングストリート」を計画

ラーニングストリート

1990年
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ラーニングストリートは、日本の学校建築がもつオープンスペースと
類似した拡張性を持ち、片廊下型のような空間的分節性を持っている。

拡張性：
空間の大きさを調節できる

分節性：
空間内の活動に集中しやすい

１つの空間で“使い分け”が出来る。
現在の日本の教育現場との親和性が高い。

ヘルツベルハーの学校建築にもりこまれた要素は、繰り返し用いられている。

Table 2 事例別空間装置の有無
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① クラスルームの分節

整形では無く、分節化された形状に。
→ 領域が複数発生し、空間の使い方に
選択肢が増える

領域が複数確保されるため、子ども達は個々の学習に集中し易い。

→

② ラーニングストリートとクラスを分節するパーテーション

ガラスの開閉状態を操作し、クラスルームの拡張性をコントロールする。

学習容態の必要性に応じて空間を変化 → 授業に集中し易い環境づくり。
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小さなコーナー 小部屋的なロッカー

多機能家具

ラーニングストリートに
配置される空間要素

ラーニングストリートは共有の場

①利用実態
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授業開始

・67Bは体育で殆どの児童が不在
・他のクラスは流動的にL.S使用しながら授業

10:50-10:55

①利用実態

授業開始

・67Bは体育で殆どの児童が不在
・他のクラスは流動的にL.S使用しながら授業

10:50-10:55

①利用実態
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DUTCH small space MODEL

クラスルーム、オープンスペース全体に個性ある⼩さなコーナーを

1976年設⽴のHagueに拠点を置く設計事
務所である。

50近くの教育施設を設計し、さらに
2000年以降オランダ国内の⼩学校を15校
⼿掛ける。

⼿掛けた作品は⼩学校を含めオランダ
国内のデザイン賞などの数多くの賞に
ノミネートされ、受賞している。

受賞・ノミネート歴
・SBID INTERNATIONAL DESIGN AWARD 2015
・Rijnlandse Architectuurprijs 2017
・Zeeuwse Dag van de Architectuurprijs 2014
etc

■Atelier PROについて
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平⾯構成

■クラスルーム（CR）
■共有スペース（CS）

CR

CS

「薄い正⾯性、四周の壁すべてが学び場」
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オランダの⼩学校のクラスルーム

壁際

正⾯をつくり場を安定させる電⼦⿊板「壁際、4隅の使い⽅うまい！」

1

2

3
4

2

1

ガラスの引き⼾

8

910

12

11

13

ガラスの引き⼾

クラスルームをでたところに
スモールワークスペース

机の⼤きさ、設備によって
個性をかえている。
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窓台コーナー

V⼩

壁にうがたれた
⼩さな部屋

壁が家具をよび、囲まれ感
が児童をひきつける

M⼩

背⾯対⾯

本棚壁のなかの
⼩部屋

壁に向いたイス
が集中⼒を⾼める
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M⼩

広いスペース 袋⼩路

向かい合って
話しやすい幅

突き当たりの
窓辺は集中しやすい

SWS分類表

調査校3校のSWSの合計数
60事例

SWSを７つに類型
Aコーナー型
B対⾯型
C袋⼩路型
D背⾯型
E広いスペース型
F側⾯型
G窓台型

個別教育3つの柱
個別指導
⾃⽴学習
共同学習
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SWSの類型と個別教育との対応関係 SWSは７種類

ガラス⼾ 幅1800mmの⼤きい⽚引き⼾で、
CRとCSの透視性のある境界を形成している。

1800mm

V⼩2階
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②⽬的
ヒアリング結果
P⼩教師
・ガラス⼾はCSがうるさい時やビデ
オをつける時に閉める
・換気とトイレに⾏く児童のために
１⼈分開けていることが多い

M⼩教師
・CSがうるさい時閉める
・クラスの児童がCSにいる時開ける
・授業を始める前に開け、全員教室
に⼊ったら閉める

V⼩教師
・ガラス⼾はCR内が静かな時閉めて
うるさい時は開ける

L⼩教師
・CR外は常に騒がしいため、基本的
に閉める。

換気

②⽬的 ⾳の遮断

M⼩2階

話し合いをする児童
授業中のクラス

CSは話し合いをする児童が多い
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③引き⼾

■CLOSE

■1⼈分OPEN

■半開

■OPEN

・開け閉めした時に
場所をとらない

・⼀⼈分または半分
開けておくことができる

③引き⼾（実際の開閉回数）
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③引き⼾（実際の開閉回数）
約40%の割合でガラス⼾を
⼀⼈分または半分開けている

③引き⼾

半開

M⼩2階

授業中

気軽にCRに⼊って質問できる

児童がCR内外を
出⼊りしやすい

学習空間を
分けている
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①共同学習しやすい

V⼩3階

①共同学習しやすい

V⼩3階

⾃⽴学習したい児童は
向きを変えることができる
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②個別指導しやすい

V⼩3階

個別指導を受けにくい

個別指導を受けやすい

③余った空間を有効活⽤できる

P⼩2階

児童の活動を活発化する

直接床に座って学習する児童
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個別指導しやすいグループ配置

電⼦⿊板と個⼈机の向き

P⼩2階

電⼦⿊板

後⽅の席が
電⼦⿊板を向いている
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窓台

広いスペース

袋⼩路

背⾯

側⾯

対⾯

コーナー

4. SWSと個別教育

DUTCH  ‘JENA PLAN’  MODEL

クラスルームでは集まりやすさを、ラーニングスクエアでは個別活動を
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①異年齢混合学級

・・・低学年(４〜６歳)、中学年(７〜９歳)、高学年(１０〜１２歳)で学級を編成する。

③「学習活動の形態」によって決まる時間割

・・・学習を「教科」という枠で捉えるのではなく[対話]、[仕事]、[遊び]、[催し] の4活動に

位置づけ、それらを循環的に行うことで多様な学習指導を実現する。

②「リビングルーム」としての教室

・・・イエナプラン教育を行う上での独自の家具配置、教室内にいくつかコーナーをもうけて

学習場所の選択肢を増やす。

イエナプラン教育

対話

サークル対話 実験サークル

児童の報告・発表 フルーツタイム・学級評価
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仕事

自立学習 個別指導

共同学習 少人数指導

遊び

休み時間 自由時間

体
育

図工
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催し

学芸会

誕生
日

表彰式

研究発表

学習
空間

教室空間 廊下空間

集会空間 外部空間
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「リビングルーム」としての教室

読書コーナー

PCコーナー

作業コーナー
少人数指導

コーナー
児童の座席

・児童の学習場所が座席以外にも用意されている(イスも児童の人数以上)。

・教室の「前・中央」が学習場所として明確に存在する。

4つの活動を循環させて行うイエナプランの学習

イエナプラン教育の実践

・・・多様な学習形態・学習指導を備えた学校教育モデル、それらの受け皿としての

学習空間モデルとして期待
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イエナプラン 学習形態の類型

環状型 5種

一斉型 4種

個別学習型 4種

開校年：2012年

学校形態：Brede school

学級数：8

児童数：200人

延べ床面積：2894㎡

Het Sterrenpad (ST)

Brede school

近年、オランダで流行している学校形態

1つの校舎の中に複数の学校・施設が同居する
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事例ST 調査エリア

G-3,4
(ペンギン)

G-3,4
(シロクマ)

1F 学習広場

G-5,6
(サル)

G-7,8
(オオカミ)

G-7,8
(カンガルー) G-5,6

(コアラ)

2F 学習広場

開校年：2006年

学校形態：Brede school

学級数：11

児童数：275人

延べ床面積：5024㎡

De Kloostertuin (KL)

Brede school

校舎の半分はダルトンプランの教育を行う

学校が運営する
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G-3,4
(リンデン)

G-3,4
(ブナ)

G-3,4
(クリ)

事例KL 調査エリア

1F 学習広場 2F 学習広場

G-7,8
(ディル)

G-7,8
(カモミール)

G-7,8
(ローレル)

学習活動別にみた学習形態の割合

学習活動の分類(全30種類)

自習系活動
(算数、国語、スペリング、自主学習、ブロックピリオド)
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教室内における各学習コーナーの利用実態

教室中央テーブルコーナー 窓際PCコーナー

ロフトコーナー 円形コーナー

教室中央テーブルコーナーの利用実態(全306場面)

25%

29%

13%

少人数指導(41場面) ← 調査で得られた少人数指導の場面数は全55場面

12%
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イエナプラン教育における少人数指導(インストラクション)

r

自立学習

r

少人数指
導

学習広場における学習形態
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学習広場における学習形態

個別学習型 4種

1日の学習形態の割合
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学習広場における各学習コーナーの利用実態

テーブルコーナー(小) テーブルコーナー(大) PCコーナー

クッションコーナーソファ

イエナプラン型学校における学習空間と学習内容の関係

－ 150 －



講演3(海外事例)

東京工業大学環境・社会理工学院建築学系助教 立花 美緒

エイジェンシーを支える教育環境とコモンコア
ーデンマークの学校を中心にー
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エイジェンシーを支える教育環境とコモンコア
-デンマークの学校を中心に-

東京工業大学 環境・社会理工学院 建築学系 助教
立花美緒

令和３年度文教施設研究講演会令和３年度文教施設研究講演会

図：コモンコアの例 平面スケッチ

コモンコアとは？

校舎の中心となる屋内広場
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自律的な学習の場

エイジェンシー

・OECD  Education 2030プロジェクト

OECD  ラーニング・コンパス (学習の羅針盤)

・現代

数多くの分野で広域な変化が加速 ex.デジタル化、気候変動、人工知能等

・子どもたちが社会に出る頃

現時点では存在しない仕事、未開発の技術、想定されていない課題

・産業化時代につくられた画一化と規則遵守、受動的な授業による学校教育を再考
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エイジェンシー

・OECD  Education 2030プロジェクト

OECD  ラーニング・コンパス (学習の羅針盤)

・エイジェンシー

不安定、不確実、複雑、曖昧 (VUCA) な中を進む力

学習者が自分の人生や周りの世界に対してポジティブな影響を与えうる能力と意思

変革を起こすために目標を設定し、振り返りながら責任ある行動をとる力

・共同エイジェンシー

学習者と教員、家族、コミュニティ、学習者同士が双方向から支え合う関係

日本

・新学習指導要領「主体的・対話的で深い学び」

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

・GIGAスクール構想

1人1台端末

・まさに変革期

・OECD Education2030プロジェクトに開始当初から参加

議論や研究の成果 → 新学習指導要領の議論においても参照
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・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を支える空間とは？

・学習者がエイジェンシーを発揮することができ、共同エイジェンシーを支える

学校建築とは？

・不安定、不確実、複雑、曖昧(VUCA)な中の学校づくり

答えは1つではない それぞれの学校、地域社会によって校舎は異なってよい

・学校づくりも共同エイジェンシーが重要

子ども、教員、家族、地域社会、行政、専門家等が双方向から支え合う学校づくり

・建築、家具、ランドスケープを味方につけて、使い倒す

皆さんと一緒に考えたいこと

講演の内容 デンマークの学校を中心に、ヨーロッパの取組を紹介

1.デンマークの英語授業の空間の使い方

2.コモンコア
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1.デンマークの英語授業の空間の使い方

ー空間を授業の味方につけるー

デンマークの学校制度

ギムナジウム
普通科高等学校

フォルケスコーレ
公立小中学校

・1学級最大28人
・授業時間 フォルケスコーレ 45〜90分程度

ギムナジウム 90〜100分
・ギムナジウムは4つの系列に分かれる
・公立は授業料無料
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デンマークの英語授業調査 (2015, 2017)

デンマーク

1970年代〜児童生徒中心の学習プロセスは社会性や交流する力を育み、

専門知識や洞察力と同様に重要という考え

→多様な学習形態

国別TOEFLスコアが４技能とも高水準

デンマークの英語授業調査 (2015, 2017)

調査概要

フォルケスコーレ (公立小中学校) 5校 7授業

ギムナジウム (普通科高等学校)  5校 8授業

教員にインタビュー 英語の教育内容、教材、利用場所

授業の行動観察調査 授業内容、利用場所
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対象校 フォルケスコーレ(公立小中学校)

KS校 KS校 FS校

NS校 AS校

対象校 ギムナジウム(普通科高等学校)

SG校 GG校

FS校

NG校 OG校

HG校
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英語の授業展開 (観察調査)

図：観察された英語の授業展開

文学

授業内容の展開

発表と動画

主に
１つの
課題

1つのトピック
について様々な
内容

複数の
課題

文法

エッセイ

小プロジ
ェクト

F:フォルケスコーレ , G:ギムナジウム

英語を使って何かをする授業 行動中心主義

英語の授業で使用された場所 (観察調査)

図：観察された英語の授業で使用された場所

図：児童生徒の場所の展開
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英語の授業展開と使用場所の関係 (観察調査)

図：観察された英語授業の展開と使用場所の関係

主に文学 教室と教室外

文学

複数の
課題

図：観察された英語授業の展開と使用場所の関係

教室と
教室外1回

教室と
教室外2回
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主に文学

教室+コモンスペース

NS1

小中5年

主に文学

普通教室+コモンスペース

GG2

高校2年

－ 161 －



全国統一のオンラインプラットフォーム

学生、教員、保護者

主に文学

教室+コモンスペース2回

SG1,2

高校1年
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主に文学

教室で一斉授業に近いかたち→好きな場所でGW (→グループ組換）

文学

複数の
課題

図：観察された英語授業の展開と使用場所の関係

教室と
教室外1回

教室と
教室外2回

主に1つの課題 教室と教室外

エッセイ

主に1つの課題

小プロジェクト

図：観察された英語授業の展開と使用場所の関係

教室と
教室外1回

教室と
教室外2回

文法

教室外

教室と
教室外1回
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主に1つの課題 文法KS1

教室+グループルーム+コモンコア小中9年

主に1つの課題 エッセイKS1

コモンコア高校2年
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FS1

教室+コモンスペース+グループルーム+コモンコア小中6年

主に1つの課題 小プロジェクト

HG1

高校1年 教室+コモンスペース+コモンコア

主に1つの課題 小プロジェクト
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文学や1つの課題に取り組む授業：

・教室内外の様々な場所に散らばる

人の目を気にせず英語を話したり、ディスカッションしやすい状態

距離が必要

・下級生は、教室の中で教員に強制されるのではなく、

共用空間で自立して学ぶ上級生へ憧れ

・学生に近づいて課題を助けるには伝統的な教室は適していない、

と感じている教員もいる

発表と動画 教室

発表と動画

図：観察された英語授業の展開と使用場所の関係

複数の
課題

教室
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発表＋動画

教室

SG3

高校2年

1つのトピックについて様々な内容 教室

図：観察された英語授業の展開と使用場所の関係

複数の
課題

教室

1つのトピック
について様々
な内容
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1つのトピックについて様々な内容

普通教室 (机、カーペット、アルコーブ)

AS1

小中3年

1つのトピックについて様々な内容

教室

GG1

高校1年
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発表と動画、1つのトピックについて様々な内容

・教室内で完結

学生を教室内でまず動かしたり、内容をこまめに切り替え、飽きさせない工夫

机のレイアウト

発表＋動画以外の事例は全て、教室もしくは教室外のいずれかで、

島型のレイアウトの場所を利用

教室は４種類、コモンスペース、コモンコアは概ね島型
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英語の授業が行われている場所 （ヒアリング)

図：英語の授業が行われている場所に関するヒアリング

・フォルケスコーレ (小中)：

教室、教室近くのコモンスペース、グループルーム、コモンコア、図書室

屋外、映画館、博物館等の屋外・校外も (教職員2人で引率)

→社会や生活に接続して英語を実践

教員が支え合うための空間 教員ラウンジ 教員室
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教室廻りの空間構成

図：英語の授業の中心的なスペースとその廻りの空間構成

例：FS校 教室廻り
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例：FS校 空間と家具のバリエーション

例：KS校の教員

集中しやすい環境はそれぞれ異なる

子どもが徐々に自分で選択できるようになり、空間を使いこなせるように、

空間リテラシーを育んでいる
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1.デンマークの英語授業の空間の使い方 まとめ

・教室内で完結した授業

教員の多くの準備の上に成立

教員の教材研究の時間確保、雑務軽減、専門職員の配備が前提条件

・教室外のオープンスペース等も利用

前半は教室で一斉授業に近いかたち、後半は教室外にも広がってGW

GWには、学生が距離を取ることができる物理的に広いスペース

・屋外空間や地域施設の活用も

日常的に校外に出るには、小学校は児童と教職員の比率の改善

・集中しやすい環境はそれぞれ異なる 空間と家具のバリエーション

子どもが徐々に自分で選べる空間リテラシーの育成

・新しい教育の実践

教員ラウンジ、高校では分野毎の教員室等、教員が支え合うための空間の拡充

2.コモンコア

ー欧州の学校のコモンコアー
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EU(2006, 2018改訂)

Key competences for l ifelong learning

-Literacy competence,

-Multi l ingual competence,

-Mathematical competence and 

competence in science, technology and engineering,

-Digital competence, 

-Personal, social and learning to learn competence,

-Citizenship competence,

-Entrepreneurship competence,

-Cultural awareness and expression competence.

背景

知識や技能の習得に

とどまらない能力

建築分野

・知識や技能の習得を目的とした空間だけでなく、

児童生徒の自律的な活動や交流を支える「小社会」としての学校の空間を、

充実させる取り組み

・児童生徒の活動やコミュニケーションの場となる

屋内広場のような空間「コモンコア」を、

校舎の中心に据える取り組み

背景
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Chistian Kühn(2012)

. . .the common core, is an informal meeting place and

a melting pot for the school as whole. 

出典

Chistian Kühn; TYPOLOGY QUARTERLY SCHOOLS, Architectural Review February 2012, pp.59-61, Feb.2012

参考文献

Drckinck-Holmfeld, K.; Lærdommens huse, Arkitekture DK,02-2003, 2003

ヨーロッパの学校のコモンコア：

1920-30s

デンマーク aula skole

19世紀末~

・新教育運動 児童中心主義

・コレラや結核の伝染病の対策
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1920-1930s

衛生 - 光と新鮮な空気

・平屋のパビリオン型の復活

片廊下型 コスト△ 衛生◯

中廊下型 コスト◯ 衛生△と考えられた

aula skole 中廊下の発展

KATRINEDALSKOLEN KAJ GOTTLOB, 1933, DENMARK

ドイツのCelleの学校 (Otto Haesler1928)の影響が指摘されている
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19世紀末~：新教育運動, 児童中心主義

・モンテッソーリ教育(1907)

・シュタイナー教育(1919)

・ダルトン・プラン(1920)

・イエナプラン教育(1924)

1960-1970s

・画一的な教育の問題点，オルタナティブ教育への関心

教育改革が進んだ

・特にオランダは「教育の自由」が制度として確立

"THE FIREBIRD" IN MALDEN JAN VERHOEVEN, 1977, THE NETHERLANDS
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AMSTERDAMS MOTESSORI SCHOOL H. HERTZBERGER, 1983, THE NETHERLANDS

PETER HÜBNER, 1998, 2002, GERMANYSTEINER SCHOOL
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特にデンマークでは…

・フォルケスコーレ(公立小中学校)

1930s〜 aula skole

・ギムナジウム(普通科高等学校)

教育省等によるビルディングプログラム

1957 各学級に普通教室

1961 教科重視

各教科に教室、生徒が移動、中心的な大きな共用空間

1977 生徒中心の学習プロセス、総合的な学び、協働

普通教室とその廻りのオープンスペースを多くの教科で使う

中心的な大きな共用空間は食堂兼用

現代

・キー・コンピテンシー：EU(2006・2018改訂)

・エージェンシー

・共同エイジェンシー
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図 ： 床 面 積 と 外 壁 面 積 の 削 減

・エージェンシーと共同エイジェンシーを支える

・面積オーバーロードを回避

コモンコアはいろいろな機能を兼ねている

フォルケスコーレ（小中）：図書室、講堂

ギムナジウム（高） ：食堂、講堂

図：デンマークのギムナジウムにおけるコモンコアと機能
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・公共施設再編：フィンランド・エスポー

学校の校舎を地域で使い倒す

現代

・キー・コンピテンシー：EU(2006・2018改訂)

・エージェンシー

・共同エイジェンシー

・面積オーバーロードを回避

SAUNALAHTI SCHOOL VERSTAS ARCHITECTS, 2012, FINLAND
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OPINMÄKI SCHOOL ESA RUSKEEPÄÄ, 2015, FINLAND

ギムナジウムのコモンコア

食堂、講堂、エントランスホールといった個別の役割以上に、

生徒や教員の交流、イベント、生徒の主体的な活動を支える

フレキシブルな場として学校や教員に重視されている
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授業：4校でほぼ毎日使用

グループワーク等 協働

スタディカフェ
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授業以外の日常的な利用

異学年の生徒同士、生徒と教員が話す、食事、自習、面談

校舎の中心
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学校集会：全校生徒の座席は必ずしも必要ないが、立位を含めて

学校集会の広さがあったほうがよい

イベント：生徒の主体的な活動

地域利用：4校

学校集会
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ギムナジウムの教員のコモンコアの評価

○見通しが良い、社会性を育む

→生徒を自由にさせやすい 各々にあった場所を見つけられる

生徒の自立を促進

見通しが良い、社会性を育む
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ギムナジウムの教員のコモンコアの評価

○見通しが良い、社会性を育む

→生徒を自由にさせやすい 各々にあった場所を見つけられる

生徒の自立を促進

△すべての生徒が開放的な空間に適応するわけではない

→吸音や開放的な空間と閉じられた空間のバランス、

多様なスペースづくりが重要

△空調が壊れたままの学校

→中長期計画の策定が望ましい

吸音
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・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を支える空間とは？

それぞれ異なる特性の学習者を支える、多様な空間と家具

GWや対話的な学習には、学習者が距離を取ることができる物理的な広さ

・学習者がエイジェンシーを発揮することができ、共同エイジェンシーを支える

学校建築とは？

廊下と教室だけでは、児童生徒が何かしようとしたときに実行する場所がない

児童生徒、教員、地域社会が、流動的、柔軟に使うことができ、見通しの良い共用空間

これらの１つの在り方として、コモンコアを紹介しました
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閉会挨拶

国立教育政策研究所文教施設研究センター長 齋藤 福栄
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本日は、大変お忙しい中、最後まで文教施設研究講演会に御参加いただき、誠にありが

とうございます。冒頭、所長からも申し上げましたが、厳しい状況の続く新型コロナウイルス感

染症への対応など、多くの御苦労をされている中、日頃から、国立教育政策研究所、文教

施設研究センターの活動に対して、御理解、御協力を賜っておりますことに対し、改めて御礼

を申し上げます。

本日の講演会は「新しい時代の創造的な学習空間づくり」をテーマとして開催させていただ

きました。「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」、「個別最適な学び」と

「協働的な学び」、GIGAスクール構想の進展による1人1台端末環境の整備など、学びを

取り巻く環境は大きく変わろうとしています。この新たな学びを支える創造的な学習空間づくり

についてどのように考えていけばよいのか、本日は、4人の先生方から、国内外の事例を交え、

多様な視点を提示していただきました。

長澤悟先生からは、多くの学校建築計画に携わってこられた経験や最新の調査研究の動

向も踏まえ、「コモンズ」をキーワードとして、今後の創造的な学習空間の方向性についてお

示しいただきました。

赤松佳珠子先生からは、第一線で活躍されている設計者のお立場から、学習空間を構

成する要素や、実際に携わられたプロジェクトにおける創造的な学習空間の具体的な事例

についてお話ししていただきました。

垣野義典先生からは、フィンランド、スウェーデン、オランダにおける事例から、5つに類型化さ

れた学習空間モデルを御提示いただきました。

最後に、立花美緒先生からは、デンマークにおける英語授業と学習空間の関係や、欧州

各国のコモンコアを核とした学習空間について御紹介いただきました。各先生方、多くの示唆

に富む、大変貴重なお話をいただき、誠にありがとうございました。

本日の講演会を通じ、御参加の皆様方におかれましては、これからの新しい学校施設づく

りや既存の学校施設の改善の方策を考えていく上で、新たな学びを実現する創造的な学習

空間づくりに関して、少しでも参考になるものを受け取っていただけておりましたら幸いです。

今年度の講演会は、昨年度に続いてオンラインでの開催となり、皆様方にも何かと御不便

をおかけした面もあったかと思います。後ほどアンケートをお送りしますので、忌憚のない御意見

をお寄せいただければ、今後の改善の参考とさせていただきたいと思います。文教施設研究セ

ンターでは、これからも、よりよい学校施設づくりに資する成果の発信と情報の提供を行ってま

いりたいと考えております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。本日は誠にありがとうござい

ました。
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参加者アンケート結果

－ 191 －



 講演会の参加者数：480名

 アンケート回答者数：297名 （回答率：61.9％）

１．講演内容への感想

基調講演

「創造的な学びの場の実現に向けて
ー新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について

（中間報告）を踏まえてー」

講演１（国内事例）

「新しい時代の創造的な学習空間づくり」

講演２（海外事例）

「北欧、オランダにおける
５つの学校モデルを横断してみる学習空間」

講演３（海外事例）

「エイジェンシーを支える教育環境とコモンコア
ーデンマークの学校を中心にー」

＜参加登録者の所属する機関＞
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３．学校施設に関して、海外の状況を知りたいと思うテーマ

※回答数999件（複数回答可）

２．今後の開催への希望

（１）講演会の必要性

（２）開催時期 （３）オンラインでの開催について

希望開催回数 人数（構成比）

１回（１～２回を含む） 106人（40.6％）

２回 109人（41.8％）

３回以上 46人（17.6％）

合計 261人（100％）

「必要」と回答した者の希望開催回数
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４．自由記述でいただいた感想（例）

・現在複合施設に改築中ですが、旧態依然の教室設計で設計段階で何とかならなかったのかと

思う事があり、参加しました。大幅な見直しは出来なくても、空間づくり等はまだ開発の余地はあ

ると意見はしたいと思います。不登校や学校に馴染まない子供たちの居心地のいい空間づくり、

創造的な学びの空間、非常に大事に思います。

・新たな時代の教育の創造にとって文教施設の構造が大きな援護になると知りました。国内外のさ

まざまな学校施設の作りを紹介していただき、生徒たちとこんな授業をしてみたいと胸躍るとともに、

学習の構想がどんどん広がります。たいへん勉強になりました。

・高等学校で建築を教えております。以前から教育環境・学習環境に関心を持っていました。今回

の講演会は、知りたかった内容がたくさんありました。今後、教育活動とともに新しい時代の学習

環境づくりも、職場で実践していきたいと思います。たいへん勉強になりました。

・FacilityとActivityの連鎖には焦点が当たっていたが、教育の成果創出にどう貢献できたかまで

繋げて紹介して頂けると、空間整備の価値がわかりやすくなると思います。

・海外の事例より、自由な学びの場から主体的な学びが生まれてくることを実感しました。現在の日

本の学校建築では、まだまだ「ティーチング」の域を出ることが難しいなと、それだけに教育における

建築が担う役割が大きなものだと改めて感じました。

・ずいぶん以前から、北欧やオランダの学校教育・学習環境について学びたいと考えておりましたの

で、今回の海外事例の講演は、はじめから終わりまですべてが興味深く、楽しい時間でした。メモ

を取りたいことばかりで、手が追い付かない状態でしたので、かなうことならあと数回は聴きたいくら

いです。

（１）講演内容について

（２）運営等に関する要望について

・アーカイブ動画か簡易的な議事録があればご提供願います。（５件）

・質疑応答や講演者同士の対話に時間を割いてほしい。（４件）
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